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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

子育て支援の充実 誕生記念品贈呈事業 出生子の両親
町民のお子さんの誕生に対するお祝い品を
贈呈する。

・記念品の贈呈　36人 756 0 500 0 256
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

子育て支援の充実 児童手当支給事業
町民
（中学生以下の児童
を養育している方）

0歳から中学校修了前までの児童を養育し
ている方に児童手当を支給する。（毎年６
月、10月、２月にそれぞれの前月分までの
手当を支給）

・２月末受給対象者　373人
・２月末受給対象児童　641人

83,751 70,428 0 0 13,323

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

子育て支援の充実
子育て支援センター
管理運営事業

未就園児とその保
護者

子育て中の保護者の支援と、保護者同士
の交流、仲間作りのため、育児に関する相
談や情報提供、育児サークルの活動支援を
行う、子育て支援センターを設置する。

・３月末までの延べ利用者　5,132人
・子育て支援センター通信「にこにこだより」
の発行　６回
・育児に関する相談　15件
・育児サークル「ぴよぴよきっず」活動　５回
・だっこの会の協力による託児
　利用　21回133世帯169人

7,296 2,476 3,400 4 1,416

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

子育て支援の充実 子ども生活応援事業
妊婦、中学生以下
の子どもがいる世帯

子育て世帯の経済的支援と、町外への購
買力流出抑制のため、満点になると町から
4,500円の助成が受けられる、得きっずカー
ドを配布する。

・得きっずカードの配布　441世帯
・満点になった得きっずカードの利用は
1,503枚(全交付カード数の68.2％）

7,444 0 2,500 0 4,944

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

児童福祉サービス
の充実

児童館管理運営事業
主に小学生（低学
年）。高校生以下の
児童、学生

児童に健全な遊び場を提供し、心身の発育
を助長させ、集団行動や規律なども身につ
けることができるよう支援する。

・第１、３日曜日、年末年始および定期清掃
日を除く全日開館
・登録人員　227人　延べ利用者　8,747人
・児童館の管理
・各学年のクッキング、工作製作、バス遠
足、じどうかんまつり、七夕まつり、クリスマ
ス会、お楽しみ会など行事の実施

6,212 0 0 6 6,206

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

児童福祉サービス
の充実

放課後児童クラブ管
理運営事業

保護者が就労など
により、日中留守家
庭となる児童

保護者が就労などにより昼間家庭にいない
児童を対象として、遊びおよび勉強を通した
子どもの健全育成のため、保護者の代わり
に家庭的機能の補完をした生活の場を提
供する。

・日曜日、祝日、年末年始、定期清掃日を
除く全日開設
　登録児童　50人
　延べ利用者　5,324人
　保護者負担金　1,000円/月

4,784 3,128 0 428 1,228

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

児童福祉サービス
の充実

新十津川保育園管理
運営事業

共働きなどで子ども
を家庭で保護できな
い世帯の児童（6か
月から就学前まで）

家庭で保育に欠ける幼児・児童の健全な心
身の発育を助け、親の就労活動を支援す
る。

・入園、退園申請受付、許可、保育料算定、
納付書発布
・一時保育、延長保育の実施
・障がい児保育判定
入園児童　83人

85,731 0 8,600 13,875 63,256

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

児童福祉サービス
の充実

子ども夢基金積立金
中学生以下の子ど
も

子どもの健全な育成の支援および子どもを
安心して育てることのできる環境づくり（施
設整備を除く。）の推進を図るため、新十津
川町子ども夢基金運用利息を積み立てる。

・子ども夢基金の運用利子の積立 201,651 0 0 1,651 200,000

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

児童福祉サービス
の充実

病後児保育広域連携
負担金

保育園入所園児

病気の回復期になったものの集団保育がま
だ困難な時に、保護者の子育て支援を図る
ため、滝川市と連携した専用の保育室で専
門スタッフによる保育を支援する。

・施設維持管理
　登録児童　３人
　利用児童　０人

31 0 0 0 31

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

障がい福祉サービ
スの充実

障害者自立支援事業 障がい者・障がい児
障がい者が自立した日常生活や社会生活
を送ることができるよう、サービスの利用な
どにより支援を行う。

・障害福祉サービスの支給 230,001 164,735 0 0 65,266

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

障がい福祉サービ
スの充実

障害者自立支援医療
（更生医療）費給付
事業

身体障害者手帳交
付者で特定の医療
処置を受ける者（１
８歳以上）

障がい者の経済的支援を行う。 ・医療費の一部を負担　22件 9,359 6,405 0 0 2,954

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

障がい福祉サービ
スの充実

障害者自立支援医療
（育成医療）費給付
事業

特定の医療処置を
受ける者（１８歳未
満）

障がい者の経済的支援を行う。 ・医療費の一部を負担　０件 0 5 0 0 △ 5

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

障がい福祉サービ
スの充実

障害者補装具費支給
事業

身体障害者手帳交
付者

障がい者が補装具の購入や修理の際に、
申請により給付する。

・補装具の給付
　新規　10件
　修理　 ５件

1,154 1,475 0 0 △ 321

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

障がい福祉サービ
スの充実

地域生活支援事業 障がい者・障がい児
障がい者が自立した日常生活や社会生活
を送ることができるようサービスの利用など
により支援を行う。

・移動支援
・日中一時支援
・訪問入浴支援
・相談支援
・日常生活用具給付

5,998 2,847 0 0 3,151

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

障がい福祉サービ
スの充実

寝たきり重度心身障
害者等介護手当支給
事業

重度心身障がい者
などを介護する者

在宅生活を支援するため、寝たきり重度障
がい者などの介護者の経済的援助を図る。

・手当支給　２件
・ケアマネージャーとの連携

225 0 0 0 225

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

障がい福祉サービ
スの充実

特別児童扶養手当支
給事務

20歳未満の障がい
児の保護者

特別児童扶養手当の支給について振興局
との連絡調整を図る。

・手当支給事務について、書類などの取次
　支給25人

30 30 0 0 0

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参
加の促進

北海道難病連負担金 北海道難病連
患者および家族を対象に、難病患者の社会
的自立のため、難病検診・相談や医療講演
会などの活動に対する支援を行う。

・北海道難病連の加入負担 10 0 0 0 10

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参
加の促進

重症心身障害者(児)
機能訓練支援事業

重症心身障がい者
（児）機能訓練施設
に通所している者

重症心身障がい者（児）に対し、日常生活動
作、運動機能などに係る訓練指導など必要
な療育を受けるための施設への通所に係る
経費を助成し、現状の障害状態を維持でき
て在宅生活を営めるように支援する。

・交通費助成　４人 18 0 0 0 18

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参
加の促進

精神障害者社会復帰
施設等通所交通費支
援事業

精神障がい者
在宅の精神障がい者の経済的負担を軽減
するため、社会復帰施設への交通費を助成
する。

・交通費助成　４人516日 100 0 0 0 100

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参
加の促進

障害児通所支援事業
所等通所交通費支援
事業

障害児通所支援事
業所などに通所して
いる者

経済的な負担の軽減を図るため、障がいの
ある子どもが、障害児通所支援事業所へ通
う際の交通費を助成する。

・交通費助成　19人 91 0 0 0 91

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

障がい者社会参
加の促進

地域活動支援セン
ター負担金

在宅の障がい者

就労することが困難な在宅の障がいのある
方が生きがいのある生活を送るため、通所
による生活訓練、作業訓練を行う日中活動
の場を設ける。

・地域活動支援センターの運営費負担 6,531 0 0 0 6,531

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参
加の促進

子ども通園センター
負担金

在宅の障がい児
心身の発達や成長に遅れのある児童に対
し、療育指導を行い、保護者に対しても必要
な助言を行う。

・子ども通園センターの運営費負担 968 0 0 0 968

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参
加の促進

身障福祉協会支援事
業

身体障害者手帳交
付者

 身体障がい者の社会的自立、社会活動へ
の参加促進および更生意欲の向上のた
め、身体障がい者の福祉増進を図る。

・身障スポーツ大会の参加
・身障福祉大会の参加
・社会参加研修への出席

33 0 0 0 33

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

年金生活者等支援臨
時福祉給付金支給事
業（H27繰越）

平成27年度分住民
税非課税で平成29
年3月31日までに65
歳以上となる町民

所得の少ない高齢者を支援するため、給付
金を支給する。

・一人につき30,000円を給付
　支給者　1,040人
　（対象　1,074人、申請率96.8％）

33,092 33,092 0 0 0

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者の生きがい
活動の充実

ふるさと学園大学運
営事業

概ね60歳以上の町
民

高齢者が充実した明るい笑顔が満ちあふれ
た生きがいのある生活を送るため、学習意
欲の高揚や健康・体力の維持増進に努め
る。

・５月の入学式から３月の修了式まで、年間
８回の講義を開催
　入学者186人（延べ講義参加者　1,033人）

576 0 0 72 504

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

高齢者の生きがい
活動の充実

ゆめりあ部会運営事
業

概ね60歳以上の町
民

高齢者の生きがいや健康づくりを図るた
め、趣味や特技を通して地域文化の向上や
相互交流を目的に活動している高齢者の団
体の活動を支援する。

・小学生の長期休み期間中に、部会員と児
童の交流を目的とした「ふれあい体験教室」
の開催　４回
・ゆめりあ部会発表会の開催
　10部会205人

19 0 0 0 19

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

高齢者の生きがい
活動の充実

シニアいきいきクラ
ブ運営事業

60歳以上の町民
元気で意欲あるシニア世代（60歳代）が新た
な生甲斐、仲間などを見つける場を提供す
る。

・６月ヨガ教室
・６月ノルディックウォーキング教室
・11月いけばな教室
・12月レクリエーション教室
参加人数　70人

33 0 0 3 30

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

高齢者の生きがい
活動の充実

レクワーカー養成事
業

町民

高齢者の生きがいづくりを目的としたレクリ
エーション活動の指導者を養成するために
札幌で行われる講習会の参加への助成を
する。

・レクリエーション・インストラクター養成講習
会（札幌）参加者への助成　２人
・各老人クラブへ出前講座の講師として出
役

180 0 0 0 180

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

高齢者の生きがい
活動の充実

福祉バス運営事業
概ね60歳以上の町
民

高齢者の活動を助け、福祉の向上を図り、
高齢者の身体への負担軽減のため、高齢
者無料バス運行、ゆめりあ部会、ふるさと学
園大学のための送迎を実施する。

・総合健康福祉センターで開催される事業
参加者の送迎
・高齢者用無料バス運行
・10人乗り車輌の購入

1,312 0 0 0 1,312

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

高齢者の生きがい
活動の充実

長寿を祝う会開催事
業

76歳以上の町民
広く町民がその長寿を祝い、高齢者の末永
い幸せと健康を願い催事を行う。

・実行委員会を組織し、祝宴および慶祝該
当者（喜寿、米寿、白寿、100歳の方）に記
念品の贈呈を実施
・慶祝者　360人出席　（対象者 1,014人）

1,223 0 0 0 1,223

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

高齢者の生きがい
活動の充実

単位老人クラブ支援
事業

概ね60歳以上の町
民

地域の発展に寄与し、より充実した生活環
境づくりを目指すため、老人クラブ活動を通
じて、高齢者の生きがいと健康の保持増進
を図り、高齢者が持つ豊富な知識と経験を
生かした福祉活動を積極的に行う。

・活動費用の一部を助成　17クラブ800人
・レクワーカーが出前講座を行い、各老人ク
ラブを訪問

950 345 0 0 605

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

高齢者の生きがい
活動の充実

老人クラブ連合会支
援事業

概ね60歳以上の町
民

町内老人クラブ会員相互の融和および資質
向上を図り、単位老人クラブ活動の活性化
を目指す。

・活動費用の一部を助成 539 300 0 0 239

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

高齢者の生きがい
活動の充実

老人クラブ連合会
50周年記念事業負
担金

概ね60歳以上の町
民

昭和41年８月の創立以来、老人クラブ相互
の連携・協調と高齢者福祉の増進を目的に
活動する老人クラブ連合会の創立50周年と
いう大きな節目を記念し、記念事業を開催
する。

・創立50周年記念式典および祝賀会の開催
　会員184人、来賓37人出席

244 0 0 0 244

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

高齢者の介護予
防の推進

介護予防訪問サービ
ス事業

サービス対象者
介護予防・生活支援

要介護認定の要支援者などのうち、日常生
活において支援が必要な高齢者に対し、業
務委託により訪問介護員などを派遣する。

・現行サービス　実18人　　延べ445人
・短期集中訪問サービス
　実４人　　　延べ34人
・短時間訪問サービス
　実２人　　　延べ28人
・簡易訪問サービス　実０人

1,705 0 0 1,705 0

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者の介護予
防の推進

介護予防通所サービ
ス事業

サービス対象者
介護予防・生活支援

要介護認定の要支援者などに対し、心身機
能の低下予防、維持向上を図るため、定期
的な通いの場を設ける。

・現行サービス
　実43人
・基準緩和型デイサービス
　実58人　　　延べ1,889人
・リハビリ型デイサービス
　実５人　　　延べ45人

21,705 0 0 21,705 0

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

高齢者の介護予
防の推進

生活支援サービス事
業

サービス対象者
介護予防・生活支援

配食時の声かけにより、安否確認や見守り
を行う。また、日常生活での困りごとなどに
対し、介護予防サポーターにより、定期的な
声かけやゴミ出しなどの支援を行う。

・社会福祉協議会が実施する、要支援者な
どへの給食サービス時の安否確認
　実５人　　　延べ72人
・介護予防サポーターによる相談・支援
　実２人　　　延べ97人

62 0 0 62 0

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者の介護予
防の推進

介護予防運動事業 65歳以上の高齢者

高齢者の閉じこもりを予防し、身体機能を維
持向上するため、冬期間の運動教室を委託
により行う。また運動のきっかけづくりとなる
よう、老人クラブなどへの体験事業や周知
活動を行う。

・冬期間に楽絡運動教室を実施
　実35人　　　延べ518人
・老人クラブなどへの体力づくり推進
　３回開催　　　延べ46人

1,257 0 0 1,258 △ 1

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者の介護予
防の推進

地域包括支援セン
ター運営事業

高齢者・家族
高齢者の介護などに関する相談窓口を設
け、介護保険や介護予防活動、権利擁護な
ど総合的に支援する。

・総合相談窓口（平日毎日）の開設
・介護予防支援事業所の運営
・介護保険、権利擁護などに関する専門的
相談の実施

4,038 0 0 20,926 △ 16,888

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者の介護予
防の推進

生活支援体制整備事
業

町民
高齢者などが地域で生活していくために必
要とされる地域資源の検討や調整などを行
う生活支援コーディネーター業務を行う。

・地域課題の整理や具体策に向けての調査
活動

5,673 0 0 8,000 △ 2,327

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者の介護予
防の推進

任意支援事業 高齢者・その家族

要介護認定者への配食時の見守りや声か
けにより、安否確認を行う。また認知症など
による判断能力が低下した者への成年後
見制度の活用に関する支援を行う。

・社会福祉協議会が実施する、要介護者な
どへの給食サービス時の安否確認
　実7人　　　延べ118人

25 0 0 27 △ 2

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

高齢者介護サービ
スの充実

地域福祉基金積立金 町民
地域福祉を推進し、福祉施策を拡充するた
め、町内民間団体が行う福祉事業を支援す
る。

・運用収益の積立 1,998 0 0 1,998 0

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

臨時福祉給付金支給
事業

平成28年度分住民
税が課税されていな
い人（課税されてい
る人の扶養親族な
ど、生活保護の被
保護者などを除く）

消費税率の引き上げに際し、所得の低い
方々への負担を軽減するため、暫定的・臨
時的な措置として給付金を支給する。

・臨時福祉給付金
　一人につき3,000円を給付
　申請・支給者　1,318人
　（対象者　1,568人、申請率　84.05％）
・障害・遺族年金受給者向け給付金
　一人につき30,000円を給付
　申請・支給者　81人
　（対象者　85人、申請率　95.29％）

8,731 8,731 0 0 0

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

臨時福祉給付金（経
済対策分）支給事業

平成28年度分住民
税が課税されていな
い人（課税されてい
る人の扶養親族な
ど、生活保護の被
保護者などを除く）

消費税率の引き上げに際し、所得の低い
方々への負担を軽減するため、暫定的・臨
時的な措置として給付金を支給する。

・一人につき15,000円を給付
　対象者　1,534人
　支給事務は平成29年度に繰り越して実施
する。

1,703 1,856 0 0 △ 153

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

老人福祉施設入所措
置事業

65歳以上の高齢者
で環境上の理由や
経済的理由によって
居宅で養護を受けら
れない人

入所判定基準に該当する身体上もしくは精
神上など環境上の理由または経済的理由
により、居宅において生活することが困難な
方に対し、養護老人ホームに入所措置す
る。

・措置者　３人 4,764 0 0 1,140 3,624

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

緊急通報システム推
進事業

65歳以上の独居・高
齢者のみ世帯、障
がい者世帯など

在宅の高齢者などの日常生活の安全確保
と不安解消を図るため、緊急通報装置を設
置する。

・緊急通報装置の設置　延べ65台 88 0 0 35 53

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

高齢者介護サービ
スの充実

高齢者除雪事業
70歳以上の高齢者・
障がい者などの世
帯

高齢者などの冬期間における不安の解消
をし、在宅生活を支援する。

・避難経路確保のため申込者（70歳以上の
世帯および障がい者世帯）の自宅玄関から
道路までの間と受託窓（１カ所）の除雪
　申込者　31人　実施回数　1,025回
・自宅敷地内の除雪委託費の半額を助成
（70歳以上の非課税世帯など）
　助成　67人

4,582 650 0 253 3,679

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

介護保険事業
65歳以上の高齢者・
40～64歳の特定疾
病罹患者

１市５町による空知中部広域連合による介
護保険制度の適切な運用を図り、介護保険
サービスが必要な人に対し、サービスが過
不足なく利用できる体制を整備する。

・空知中部広域連合との連携による各種申
請受理、介護保険運営

116,960 0 0 0 116,960

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

在宅要援護者通院支
援事業

要介護認定１以上
の在宅高齢者で定
期的に病院に通院
している者（生活保
護者、施設入所者
を除く。）

在宅の高齢者の病院への定期通院を支援
するため、定期通院に要する経費の一部を
助成する。

・タクシーチケットの交付
（月１往復分の初乗り分）
　交付者　７人

55 0 0 0 55

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

高齢者等居宅介護住
宅改修費支援事業

要介護１または要支
援の認定を受けた
者。65歳以上の身
体障害者のうち肢
体不自由の者。

高齢者および身体障害者の在宅生活の継
続を図るため、住宅環境を整備する。

・住宅改修を行う者に対し、費用の一部助
成

602 0 0 0 602

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

疾病予防対策の
充実

子ども法定予防接種
事業

20歳未満の町民
伝染のおそれがある病気とまん延を予防す
るため、予防接種法に基づき予防接種を実
施する。

・B型肝炎　延べ45人　　・ヒブ　延べ125人
・小児肺炎球菌　延べ126人
・ＢＣＧ　32人
・四種混合　延べ124人　・二種混合　49人
・麻しん・風しん混合１期（39人）・２期（52人）
・水痘　延べ77人　　・子宮頸がん　１人
・日本脳炎　延べ462人

8,969 0 0 0 8,969

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

疾病予防対策の
充実

インフルエンザ予防
接種事業

①65歳以上および
60～65歳未満で心
臓で身体障害者手
帳１級所持者②妊
婦③中学生以下

抵抗力が弱い者を対象に、インフルエンザ
罹患時の重症化を予防するため、インフル
エンザ予防接種を実施する。

・65歳以上および60歳以上65歳未満で心
臓、腎臓、呼吸器などで身体障害者手帳１
級所持者　1,188人
・妊婦　10人
・中学生以下　延べ853人

4,681 0 300 591 3,790

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病予防対策の
充実

高齢者肺炎球菌ワク
チン予防接種事業

65歳以上の高齢者
肺炎球菌による肺炎の重症化を防ぐため、
高齢者肺炎球菌予防接種を助成する。

・高齢者肺炎球菌（定期）
65.70.75.80.85.90.95.100歳および60歳以上
65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器などで身体
障害者手帳１級所持者　236人
・高齢者肺炎球菌（任意）
・65歳以上で定期接種対象者以外　31人

2,067 0 100 705 1,262

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病の早期発見と
健康管理

保健事務 保健業務担当者

安全かつ円滑な保健事業の推進を図るた
め、三師会の会員が保健師など保健事業
担当者に対して、医療的な指導助言を行な
う。

・医療的な指導助言を受け保健事業
・保健事業に関する事務

468 0 0 0 468

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病の早期発見と
健康管理

成人健康診査事業

20～39歳の町民・生
活保護受給者など
の医療保険に制度
上加入できない者

生活習慣の改善を促し生活習慣病を予防
するため、特定健診に準じた健康診査（血
液検査、尿検査などは無料、骨粗しょう症お
よびエキノコックス症は500円）を実施する。

・若年者健診　156人
　（20歳代）60人、（30歳代）96人
・生活保護受給者　８人
合計164人

2,321 569 200 476 1,076

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病の早期発見と
健康管理

成人健康診査２次健
診事業

生活習慣病予備群
対象者

生活習慣の改善を図り糖尿病などの生活
習慣病を予防するため、詳細な健康診査
（糖負荷検査、微量アルブミン検査、頚部エ
コー検査、脈派図検査、血糖検査各500円）
を実施する。

・糖負荷検査　17人
・微量アルブミン検査　22人
・頚部エコー検査　31人
・脈派図検査　25人
合計95人

305 0 100 150 55

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

疾病の早期発見と
健康管理

がん検診事業

20歳以上の町民（子
宮）30歳以上の町民
（胃･大腸･肺）30歳
以上の町民（乳）50
歳以上の町民（前立
腺）

がんの早期発見のため、各種がん検診を
500円で実施する。

・胃がん　525人
・肺がん　760人
・大腸がん　746人
・子宮頸がん　210人
・乳がん　210人
合計2,451人

7,366 0 200 1,426 5,740

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病の早期発見と
健康管理

後期高齢者健康診査
事業

後期高齢者医療保
険被保険者

北海道後期高齢者医療保険からの委託に
より、疾病の早期発見のため、後期高齢者
健診を実施する。

・受診者　194人 1,421 0 0 1,110 311

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

母子保健体制の
充実

妊婦健康診査・相談
事業

妊婦・家族
妊婦が順調な妊娠経過を送るために、妊婦
健康診査の費用を助成するとともに、健康
相談を実施する。

・受診券利用者45人
　一般健康診査295枚
　超音波検査276枚
・出生数　24人
・妊娠届出時相談　34人
・中間（妊娠７か月時）相談　18人

2,699 0 200 0 2,499

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

母子保健体制の
充実

乳幼児健康診査・相
談事業

乳幼児・保護者
乳幼児に対し、健康診査、健康相談、家庭
訪問、健康教育を実施し、乳幼児の健康の
保持増進を図る。

・3～4か月児健康相談　28人
・7～8か月児健康相談　34人
・10～11か月児健康相談　38人
・1歳2～3か月児健康相談　46人
・2歳4～7か月児健康相談　33人
・1歳8～9か月児健康診査　36人
・3歳1～2か月児健康診査　41人

636 76 100 0 460

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

母子保健体制の
充実

不妊治療費助成事業
一般不妊治療およ
び特定不妊治療を
行った夫婦

少子化対策の推進を図るため、不妊治療を
受けている夫婦に対し、不妊治療費を一部
助成し、経済的負担を軽減する。

・一般不妊治療　１件
・特定不妊治療　７件

642 0 0 0 642

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

健康の増進
総合健康福祉セン
ター管理運営事務

町民

高齢者、障害者などの保健福祉の向上を図
るとともに、町民の健康づくりおよび文化活
動の拠点となるべく施設の管理運営を行
う。

・ゆめりあ施設管理
・各種点検
・故障箇所修繕
・貸館業務

39,628 0 0 2,429 37,199

保
健
福
祉
課

子
ど
も
・
高
齢
者
Ｇ

健康の増進 健康づくり対策事業 町民

生活習慣病などによる医療費の増大に対
する抑制策として、日常生活における運動
の取り組みや食生活の改善などを重点に町
民の健康づくりへの啓発を行う。

・ウォーキング頑張るキャンペーンの実施
　目標到達者　187人 1,554 0 0 379 1,175

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

健康の増進 栄養指導事業 町民
町民の食生活改善と、栄養・健康に関する
意識の向上を図る。

町と食生活改善推進員協議会の連携で健
康づくり事業を実施
・食と健康教室　27人
・食育シアター　222人
・親子クッキング教室　32人
・学童栄養教室　58人

577 0 0 0 577

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

健康の増進
健康体力増進室管理
運営事業

15歳以上の町民・町
外者（中学生は不
可）

体力づくりの意識の高揚と筋力の維持のた
め、健康体力増進室の管理・運営を行なう。

・開室日　310日
・利用者　9,806人 2,946 0 0 1,278 1,668

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

国民健康保険、後
期高齢者医療の
安定的運営

後期高齢者医療療養
給付費負担金

後期高齢者医療保
険被保険者

後期高齢者医療被保険者に関する療養給
付費の12分の1を広域連合に納める。

・療養給付費の負担 118,400 0 0 0 118,400

住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

国民健康保険、後
期高齢者医療の
安定的運営

国民健康保険事業
国民健康保険被保
険者

国民健康保険事業の安定的運営を図る。
・資格管理事務
・賦課事務
・徴収事務

75,826 38,924 0 0 36,902
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

国民健康保険、後
期高齢者医療の
安定的運営

後期高齢者医療保険
事業

後期高齢者医療保
険被保険者

後期高齢者医療保険事業の適正な管理を
図る。

・資格管理事務
・賦課事務
・徴収事務

33,795 23,054 0 0 10,741
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

医療受診体制の
充実

訪問看護事業 訪問看護利用者
住み慣れた自宅での療養生活を継続する
ため、訪問看護体制を確保する。

・総合在宅ケア事業団運営費の負担
・訪問看護ステーション利用者交通費の助
成

783 0 0 0 783

保
健
福
祉
課

介
護
・
福
祉
Ｇ

医療受診体制の
充実

救急医療啓発普及事
業負担金

町民
救急医療体制の確保を図るため、休日およ
び夜間の診療を行う在宅当番医にかかる経
費を負担する。

・滝川市医師会、空知医師会の運営費負担
　 滝川市医師会　452,000円
　 空知医師会　192,000円

644 0 0 0 644
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

医療受診体制の
充実

広域救急病院群輪番
制運営事業負担金

町民
休日または夜間の重症患者の医療受診態
勢の確保を図る。

　・参加病院（滝川市立、砂川市立、あかび
ら市立、市立芦別、滝川脳神経外科）の運
営費負担

269 0 0 0 269
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ
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目標②　みんなでつくる健やかなまち 平成28年度　事務事業実施結果一覧表

　
国
・
道

　
交
付
金

　
地
方
債

　
そ
の
他

　
特
定
財
源

　
一
般
財
源

決　算　額（千円）

合計

課
名

グ
ル
ー
プ
名

施　策　名 事　業　名
対　象 目　的・概　要

主な事業実績

事　業　内　容
内　訳

医療受診体制の
充実

小児救急医療支援事
業負担金

小児
休日または夜間の小児救急患者の受入れ
態勢の確保を図る。

・参加病院（滝川市立、砂川市立、あかびら
市立）の運営費負担

79 0 0 0 79
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

医療受診体制の
充実

子ども医療費助成事
業

小学校就学前の乳
幼児・小学生・中学
生・高校生

経済的負担を軽減し、疾病の早期診断と早
期治療を促進して乳幼児などの健康向上を
図るため、乳幼児医療費の助成および小学
生医療費の一部を保護者に助成する。

・受給者証の交付、更新
　交付　37人
　更新　71人
・医療費の助成（医療機関に支払）

20,957 2,683 0 35 18,239
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

医療受診体制の
充実

重度心身障害者医療
費助成事業

身障者手帳の交付
を受けた1・2・3級の
一部の者・療育手帳
の重度障がい者

経済的負担を軽減し、疾病の早期診断と早
期治療を促進して重度心身障がい者の健
康の向上を図るため、重度心身障害者に対
し、医療費の一部を助成する。

・受給者証の交付、更新
　交付　４人
　更新　160人
・医療費の助成（医療機関に支払）

14,474 5,933 0 2,319 6,222
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

医療受診体制の
充実

ひとり親家庭等医療
費助成事業

18歳以下の者を扶
養、監護している配
偶者のいない母
（父）・18歳以下の児
童および20歳以下
の就学している児童

母子（父子）家庭などの母（父）と児童に対
し、経済的負担を軽減し、疾病の早期診断
と早期治療を促進し、保健の向上を図るた
め、医療に要する経費の一部を助成する。

・受給者証の交付、更新
　交付　12人
　更新　217人（84世帯）
・医療費の助成（医療機関に支払）

3,249 1,095 0 437 1,717
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

医療受診体制の
充実

未熟児養育医療費助
成事業

母子保健法第6条第
6項に規定する未熟
児で医師が入院養
育を必要と認めた
未熟児

正常な新生児に比べ疾病に罹りやすい未
熟児に対し適切な処置を講ずるため、医療
費の一部を助成する。

・医療券の交付　１人
・医療費の助成（医療機関に支払）

131 94 0 25 12
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ
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